
トリクロ・ベンゼンの濃縮度試験成績報告書

t　試験期間　　昭和52年4月27日へ昭和52年7月27日

2試料名　（1，5，5一，1、2，イ“及び1，2，5一）トリク口口ベンゼン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（碍斗煮K－12）

構　造　式 C隻

αと2

五　試験方法及び条件

ll妻醐鱈…陳一・…臨喋

　51　試験装舞溝び機器　．

　　　色）㈱系凄境調節装置流水式
　　　φ）ガスク・マトグラフ日本電子杜製20K翌型

　5，2　試験条件

　i5．2．1　　T　L　m『試験

　　　色）試験魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　ヒメダカ　平均体重約0・25g、塩化第二水銀検定合格魚

　　　　※田端健二用水，と廃水　上生1297～1505・（1972）

　　　（b）分散剤及び分散法

　　　　　分散剤　硬化ヒマシ油（日光ケミカルズECO－50）

　　　　　分散法　供試物質の5異性体（1，5，5r1，2，4r1，2，5

　　　　　　　　一）の各々巳259，0．50g，0．259にアセトンを適当

　　　　　　　　量加えf混合溶解し、これに硬化ヒマシ油4g

　　　　　　　　を溶解させた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　一ゴ

52．2

　　アセトンを留去した後に水で11に定容して1000四（り）

　の原液を調製した。

¢）試験渥度
　　　　　　　25±2℃

㈹結　果
　　　　　　　48時間TL皿値125PPロ（ηノヤ）

　覆籟度一試験

（9）外部酒毒及び順化

　（1）外部消毒　止水状態で10ppn塩酸クロロテトラサイクリ

　　　　　　　ン溶液で24時間薬浴を行った。

　理，　願　　イヒ　25℃×14日

（b）試験水槽

　　　　　　　　ガラス製容量1001
　　　　　　　　　　　　　流水童部21／日
　　　　　　　　　　　　　（原液＝希釈水　4ml；400皿工）
（c）試験魚
　　　　　　　　コイ　平均体重　約25g

　　　　　　　　　　　平均体長　約10cm

＠）分散法
　　　　　　　　52，1（b）に同じ。

（e）試験温度
　　　　　　　　25±2℃

¢）試験蛸の溶存酸素図＿17，18岬

（9）水槽濃度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　設定理由　48時間T　Lm値12・5皿m幸10pP皿の一重・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　　　　　　1　　　　　　一零に設定しえ。　．5異性体中1r2・4』体のガス
　　　　　　10　　　　　　クロマト4ラフ感度が他の2異性体（1・5・5一体・1・2・5一

　　　　　　体）のほぼ半分であるので、1，2，4一体を2倍量に設定

　　　　　　した●

／

二手’『



設定値

・（単位　：PPb晒）

1
i供試物質．佃。迎坤．全体とし

沁歯ｨ質
樹ヒヒマ増

11・望・4一体 1，515些体 一1i，2，5｝体

第1濃度区 100 4・00
1－50

25『 25

第2濁度区 10’ 40　’

1『　　5

25　’ 筆

実測値

　　　　　濃縮倍率を求めるための平均濃度

　表一1－1（1，5，5一体）

（単位ppb、碗）

1w 2W 4W 6▼

第1濃度区
＆6φ

改58 8．94 970

第2閲歴 0，867 〔L684 巳856 0，785

表一1－2（て，2，4一体）

1w 2W 4W 6W

第1濃度区 25．9 18．6 22．1 2こ1

第毎度区 219 t82
E

■209 201

以下次頁に続く

表一1－5（1，2，3一体）

二1＝w一
2－

来黶E 一　4w’一』 一・■ UW

第1農産区 ・・佃・Ol 一．1t2．．』！ 一－1．2オ．．．F．一129

第2濃廣区『 t22　　　■ to7 t20 胴．6．．

52，5　分析試料の前処理

　　　←）魚体

試　験 魚

・体重測定

←1N一水酸

●加熱分解

・放冷

←且・一ヘキツ

・抽出（振と

回n一ヘキサン層
←水　20m】

・ホ洗（軽く

軸

水　　層 五一ヘキツiン層．

・撒水．磯

・幽暗（・一

・カラムクロr

←佃一水酸化カリウムー轍”ルコール溶液．50皿

・加熱分解（97℃湯せん中還流）

そ言為、｝×5画・・

．撤（軽1振とう）ト5回

．・脱水．（無締酸ナ．｝、り襲ム．）．．．

・濃縮（ロrタリr二南ぐレーrタ■一て！約10m1に）

・カラムクロマト瀬によるクリーンア，プ

（｝¢試料

r



試 験　水

・採水

←塩化ツ

←n一一’

・抽出

水　・．二層 n｛キサン月

5．24

※　カラムクロマトグラフィー条件

　充てん剤　 5チ含水シリカク》（ワコーゲルC－200）10『g

　クロマト管　　ガラス20皿／×50Cm

　溶　　離　液　　　n」ヘキサン　50ml

　　　　　供試嫉は初めの50皿に溶出する・

（b）試験水

　　　　　　　　　　　第1酸区一策2幾度区

　　　　　　　　　　　　100皿1　　　11

　　　　　←塩化ナトリウム　　　19　　　10g

　　　　　　．抽出（振とう論）100皿｝×2回

　　　　　　●琳（鰍硫醐トリウム）

　　　　　　’、醜（ロータリーGン卿一夕ー）

　　　　　　・和血に定容

　　　一国

　分析条件

ガスクロマトグラ7　日本電子社製　」σCr20耳皿型

　検出器　電子捕獲型瓶Ni

琴岬卿〇四，7刷刺矯晋iり甥
カ　ラ　ム　　ガラ・fス　21ロnφ×1皿　　　　　　．

カラム湿・度　　 1て5℃

ギヤリアrガス　’Nゼ■

’
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験試4

双　∠　1㌧り勇」　歴ノ　　　　　　　　1

4嚢
1　W 2　W 4　W 6　W一

　　ンニ、・

D付　　表 付　　嚴

第一1濃度区
55

浮Q

虚8

y4

1
2
．
o
i
－
1
工
5

砿
1
5
2

5．6－1．12 1－1，4．5

tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　窮2擾度区 ’1ZO

狽T

107

Pt5

三6

T．0

5．7

S5 5・7－1．12
2－1，4．6

表一2－2（1，2，4一体）

　」X10

×101

1　w 2　マ 4　W 6　W 付　　　表 付　　・図

第1酸度区
4．5

U．5

42
S．7

8．1

嘯X

5＝0

Pt4
5・6－2・12， 1－2轡5・　　　『　　＝

第2濃蘭区
15．2

m2

Z2

T9

％
2
．
4

46

`4
5脅7－2，12 2－2，4．6

表一2－5（1，2，5一体） 　　1『×10

1　W 2　W 4　W ・6　w 付　　　表 付　　　図

第臆度区
手9

T．6

五5

ﾜ8

乙8

U．9

50
X8 5．6－5．12 1－5，4．5

第2濃度区
12．0

P．5

ム
5
7

27

Q．5

45

O〇
5．7－5．12 2－5，4．6



5．備　　考

　51　排泄性試験一

　　　6週間の試験飼育後正常水にもどし排泄性試験を行った。

　　　表一5－1　排泄性試験結果（｛，5，5一体）

1魚体中罐
残　留　率 ，（チ）

（ppm） 1日 2　日 4　日
付　　図 付　　表

第1濃度区 10．84

126
i
t
8
の
2
0
．
6

12．5

i2．85）

Sα1鰭

a4

iぽ05）

ｿ6

7 8－1

第2漉麦区 0，592

50．1

iα169

T5．9

144

iα085）

Q8．8

28

i巳01） 8 9－1

表一5－2 （1，2，4一体）

『 魚体中 残留率　　（チ）

（ppm） 1日 2　日 4　日
付　園 付　　表

1一　第1濃劇区

18．9

11．0

i敦Ol）

Qα8

1工5

i454）

T丘7鵜

oi

iα08）

ｿ5

7 8－2

i第2醸区 α795

265
io．5鱒

S96

1名5

iα152）

Q40’

　2．5
i
α
0
2
）
1

8 9－2

以下次頁に続く

表一5一義子（1，2，5一体） （！z史、3一停）

魚体中’

@（ppm）
■　一　　一　　　一　一　－　－　『

P日

、残　留　率（多）

@　2　日
一　　　一　　　　　　　　　　　　　　～　一

S　日
・　　図一 付　　表

第1濃度区　　只51

99

i～50）

Qt7

10．‘

i218

E55．2

・〔L4

i訓 7 　8L5“

第2震度区

：一

秩@O．425
．2Z7

黶ia165）

S94

’1t5

i巳075

Q4．1

乃
（
α
0
1

　■　　　一

W 9－5

※　6週間目の魚体中平均濃度

鱗死　亡　魚

（　）内は魚体中平均濃度

　　　　以下次頁に続く．．
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－
　
　
一

　
列
！



5．2　部位別試験

　　6週間目の魚体2尾を内臓．，腸管，可食部，外皮，願郁江分

　けて部位別の蓄積濃度を1求めた。

　　　表一4－1　部位割書積量及び濃度01，5，5一体つ

部位
部位重量

@（9）

部位中　　・

@　（μ9）

．部位中

@　（帥）
一位理 付表

＆ t42 ■5』84 4．”
内
b 0，899 α5畢6 巳596一

亀 α515 α970 乙10
腸
b 0，477 ＆44 Z21

第1濃度区
a 167 55．9 5．25

’9 ’10－1

可
b 14．0 5α1 こ58

a 4．08 954 229
外
b 5．51 z15 205
■a 5．52 51．4 9謝

頭
b 5．56 74．0 ，15．8

a ”8、 15．2 t29
内
b ‡42 0，205 0，145

＆ 0，571 巳479 t29
腸
b 巳518 0．f59 α50

第2濃度区
＆ 1乙9 6．41 0，461

一10 11－1

可食
b 1t5 tg4 0，169

＆ 2．87 」L－09 0，580
外
b 595 α672 α171

a 4．08 ↓94 α475．
頭
b 5．65 工61 0，285

表一4－2 部毎別蓄積量及び濃度（1，2，4一体）

部位 一（信）1

部位中の　1

@（」配9）．

部位中の濃度

@（如n）
付　図 付一 ¥

a t4を 貸88 596
内・
b ・巳899i t42 t58
亀 一〔L5鰭、 ・　t77 ＆67

　　『　　　　　　’

P0－2

一bl α477一一 虚20 15．0

’島 ・1五7’ ．927一 555
第一1濃 可

．℃ t4．〇　一 ・β85 651
9

a 4刀8 1ZO 4．17
外
b 乙51 1‘レ7 五52

＆ ・5．52 841 15．8
頭
b ε56 125 2～L5

a t18 五〇6 Z59
内
b t42 0，555 巳575

＆ ・〔L57｛ α959　　　一 ．2．55

一陽
b 巳518 巳556 “2
ご 15．9 12．8 丘922第壊　　　一

可
b 1t5 4．51 α575 ・10 1卜2
‘ 287 2．19 巳764

外
b 義95 t55 α594
一色 408 4．45 to9

磧
lb 5．65 563 0，642



表一4－5　部位別蓄積量及び濃度（1，2，5一体）

部位
部位重量

@（9）・

部位中の　・

@（紹）

部位中の濃度

@（P皿）
。付　園 付　表

魯 士42 5．40 義80
内

！b 巳899 α989 t1－0

匹 巳515 0，958 五〇6　’

腸
b α477 ＆25 581．

螺…a 167 48．8 292一
第1濃度区 可

b 14．0 44．8 ム2｛〕・

9 10－5

a 鳳08 a75 2．14
外
b 五5｛ 5．95 t69

辱 且52 40．1 Z55

⇒ 556 6t1 1‘L4

a ‡18 t65 t58
内
b t42 巳544 巳242

a 0，571 巳558 t45
腸
b α518 0，217 α681

旦 15．9 己9．8 α502
第2濃度区 可

b 1t5 ：279 α245
10 1」一5i

＆ 2．87 t②7 0，441
外
b 義95 α994 巳255

“ 408 260 巳658
頭
b ε65 2．06 α564

以 上



排泄性試験　1，2，3－

　6週間の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含まな

　い水）による排泄性試験を行なった。（試験水槽100五、流

　zk量400劃ごン砧〕

　6週間めの試験魚中の供試物質濃度の平均（2尾）を100と

　して、1，2，4　日日の試験魚中の供試物質の残留率を示した。

残 留 率 〔多）

1日目 2日目 4　日日

第　1　濃　度　区
9．9　（15．8）

Q1．7　一

10．6　（22．9

R5．2

0．4
@（Q．4）
O．4

第　2　濃度区
27．7
@（38．6）
S9．4

11，5　　　　　　2．3
@（i7．8】
Q4，1　　1

排泄性試験　1，2，4⊥

　6週間の試験終了緩、正常水一（供試物質及び分散剤を含ま左

　い水）による排泄性試験を行なった。（試験水槽100乙、■流

　オ〔量400■¢／・齢〕

　6週間あの試験魚中の供試物質濃度の平均（2尾）を．100と

　して、　1，2，4　日日の試験魚中の供試物質の残留率を示した。

残 留 峯 （多）

1　日目 2日目 4　日日

第　1　濃　度区
ii．0　（15．9）

Q0．8　『

11．3　（24．0）

R6．7

O．3　（O．4）

O．5

第　2　濃度区
26．5　（38．1）

S9．6

12．3　（19．2）

Q6．O

2．5



排泄性試験　　1，3，5」

　6週間の試験終了後、正常水〔供試物質及ぴ分散剤を含まな

　い水）による排泄性試験を行なった。（試験水槽1004、流

　7k量400昂直／一畳）

　6週間めの試験魚中の供試物質濃度の平均（2尾）を100と

　して、1，2，4　日日の試験魚中の供試物質の残留率を示した。

残 留　　率 （多）

1　日　目 2　日日 4日・目

第　1　濃　度　区
12．6
@（16，6）
Q0．6　－

12．5
@（26．3）
S0．1

0．4
@（O．5）
O．6

第　2　濃度区
30．1　（43．O）

T5．9

14．4
@（21．6）
Q8．8

2．8


